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図 3
ち o∞(q)は発散する, nステップ毎に粗視化された局所的な回転数に対してもAn(q)に対応し
てpn(q)が定義でき4)pn(q)は,q-1の近傍で1/2から0/1-と大きく変化する｡これらの分
岐及び, Am(q)のq-相転移は,dissipativestandardmapsにおいても見られる｡また,ク
ライシス直前,バンド分離息 及び間欠的カオス臨界点でも, q-相転移は見られる3.),4)
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